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特高電力設備研修「遮断器・断路器他」
設備基礎コース/保全応用コース

ご説明資料

2024年6月
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研修カリキュラム「遮断器・断路器他」設備基礎コース

※一部内容を変更する可能性がございます。

時間 担当講師 研修場所 時間

9:00
関電パワーテック

事務局
3F研修室 0:30

9:30
関電パワーテック

事務局
3F研修室 0:15

9:45
関西電力送配電

講師
3F研修室 2:15

12:00 ― ― 1:00

13:00
関西電力送配電

講師
3F研修室 1:30

17:00

関西電力送配電
講師

関電パワーテック
事務局

3F研修室 0:30

内容・説明資料

設備基礎
コース

受付開始

オリエンテーション:講師紹介、研修の進め方

〇座学（遮断器・断路器・GIS他知識）
　・遮断器、GIS、断路器、PT/CT基礎知識
　・巡視点検保全内容
　・事故事例の紹介

昼休み

〇座学（遮断器・断路器・GIS他知識）
　・午前からの続き（保護リレー）
　・安全措置基本ルール
　・基本操作手順（主回路・配電盤）

2:30

〇研修結果の確認
　講義まとめ、質疑回答

14:30

〇実機研修（遮断器・断路器・配電盤他）
　・構造確認、巡視、点検方法
　・配電盤の点検手順と方法
　・点検報告書の見方（ポイント）他

関西電力送配電
講師

１F実習室
3F実習室
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開催日 第1回：2024年10月2日(水) (終了) 第2回：2024年10月7日(月) (終了)

9
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座学内容（設備基礎コース）

〇遮断器, GIS, 断路器, PT/CT基礎知識

遮断器や断路器等の受変電設備について、その役割や構造、
動作原理等を、実機の写真を用いて解説します。

〇巡視点検保全内容
日常点検の際、特に注目すべきポイントや
定期点検の周期、また定期点検開始～終了まで
の手順計画等について、細かく解説します。

各設備の基本的な知識を習得することができるため、
特に経験の浅い担当者さまにおすすめの内容です。

日常点検だけでなく、定期点検の手順計画や
設備毎の点検周期を学ぶことができるため、
作業計画担当者の方にも有益な内容です。

詳細は研修にて！
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座学内容（設備基礎コース）

〇安全措置基本ルール 〇基本操作手順

作業時の安全措置について、遮断器への
接地棒取付を例に、写真を用いて詳しく解説します。

電力会社が実際に行っている、安全措置ノウハウを
学ぶことができます。

遮断器, 断路器の開放/投入や、テストターミナ
ルを用いた配電盤操作の複雑な手順を、図を用
いて学ぶことができます。

主回路の停止/復旧および配電盤操作（保護継電器のテスト）の
重要ポイントについて解説します。
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研修カリキュラム「遮断器・断路器他」保全応用コース

※一部内容を変更する可能性がございます。

開催日 2024年12月18日(水）(終了)

時間 担当講師 研修場所 時間

9:00
関電パワーテック

事務局
3F研修室 0:30

9:30
関電パワーテック

事務局
3F研修室 0:15

9:45
関西電力送配電

講師
3F研修室 2:15

12:00 ― ― 1:00

13:00
関西電力送配電

講師
3F研修室 0:30

13:30
関西電力送配電

講師
１F研修室
3F研修室

2:00

15:30
関西電力送配電

講師
3F研修室 1:10

16:40
関電パワーテック

講師
３F研修室 0:20

17:00

関西電力送配電
講師

関電パワーテック
事務局

3F研修室 0:30

〇座学（ＧＣＢ他事故・障害実績）
　・GCB、GIS、ShR等の 事故・障害実績

保全応用
コース

受付開始

オリエンテーション:講師紹介、研修の進め方

〇座学（遮断器・断路器・ShR・ケーブル保全）
　・巡視点検保全内容
　・事故遮断現象の特徴と遮断性能への影響
　・ShRの劣化事象と保全指標
　・部分放電（GIS、CVT）
　・事故事例紹介

昼休み

〇座学（保護リレー）
　・構内保護継電器の概要

〇研修結果の確認
　講義まとめ、質疑回答

〇実機研修（遮断器・断路器・配電盤他）
　・構造確認、巡視、点検方法
　・配電盤の点検手順/方法

〇座学（避雷器・電力ケーブル保全他）
　・避雷器の劣化診断
　・電力ケーブル（CV)の劣化現象と診断

内容・説明資料
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座学内容（保全応用コース）

〇事故遮断現象の特徴と遮断性能への影響

遮断器の事故遮断失敗の原因や、遮断回数の増加による
アーク接触子やノズルの劣化について解説します。

〇 ShRの劣化事象と保全指標

アーク接触子やノズル等部品の劣化, 汚損等による
遮断性能低下のメカニズムを知り、部品交換等
遮断器の保全について学ぶことができます。

内部の劣化が分かりにくいShRについて、
寿命診断方法を学ぶことができます。

ShR（分路リアクトル）の役割, 構造等に加え、油中ガス分
析と本体の振動による保全指標について解説する。
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座学内容（保全応用コース）

〇避雷器の劣化診断

避雷器および電力ケーブルについて、その劣化プロセスと
寿命診断方法を解説します。

〇電力ケーブル（CV）の劣化現象と診断

避雷器, 電力ケーブルの更新タイミングについて
学ぶことができます。

設備の更新周期について、事故, 障害確
率等細かいデータから、メーカー推奨と
違った考え方を学ぶことができます。

〇 GCB, GIS, ShR等の事故・障害実績

各設備の事故, 障害実績や設備更新の延命化について、電気共
同研究会のデータを用いて解説します。

詳細は研修にて！
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実機内容（共通）
カリキュラム 内容

模擬母線盤
鍵盤

・系統、電気の流れ
・鍵盤使用方法、Ｓ字環の使用方法

受電変圧器盤
変圧器保護継電器盤

・系統、電気の流れ
・受電変圧器盤の計器の見方
・受電変圧器盤の操作方法
・総合盤の安全措置
・Ｂ１０Ｇ盤のＰＴ、ＣＴテストプラグ操作
・総合盤ＣＢ、ＬＳ操作実習

屋内７７ｋVＧＩＳ ・ＧＩＳ構造 各機器、遮断器操作機構部、ユニット監視盤
・ＧＩＳ巡視ポイント 各機器ガス圧力空気圧力値、遮断器動作回数カウンター、開閉表示器、ガス漏れ、漏気、異音

７７ｋＶＰＤ ・ＰＤ構造 本体（コンデンサ型）、各相箱、集合箱
・ＰＤ巡視ポイント 漏油、異音

ＬＳ１２３

・ＬＳ構造 本体（主回路部）、操作箱
・ＬＳ巡視ポイント 投入状態、サーモラベル変色、漏気、異音
・ＬＳ受電変圧器盤操作
・ＬＳ手動操作実習

６．６ｋＶ装甲開閉器

・６．６ｋＶＣｕｂ構造 各箱、収納機器、Ｃｕｂ付継電器、内部構造
・６．６ｋＶＣｕｂ巡視ポイント ガス圧力値、遮断器動作回数カウンター、ガス漏れ、異音、異臭
・Ｆ箱ＣＢ操作実習
・Ｆ箱ＣＢ断路接続操作

２２ｋＶ装甲開閉器

・２２ｋＶＣｕｂ構造 各箱、収納機器、Ｃｕｂ付継電器、内部構造
・２２ｋＶＣｕｂ巡視ポイント ガス圧力値、遮断器動作回数カウンター、ガス漏れ、異音、異臭
・ＣＢ受電変圧器盤操作
・Ｋ箱ＣＢ断路接続操作実習

屋外ガス遮断器 ・ＧＣＢ構造 本体、遮断器操作機構部、操作箱
・ＧＣＢ巡視ポイント ガス圧力空気圧力値、遮断器動作回数カウンター、開閉表示器、ガス漏れ、漏気、異音

※上記は実機研修内容の一部です。

※保全応用コースについては、一部内容の追加がございます。

詳細は研修にて！
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実機内容（共通）

断路器（接地取付） 6.6kV Cub（遮断器投入/開放）

配電盤（PCTテストプラグ操作） 6.6kV Cub（開閉時間特性試験）

GIS（監視盤点検）

77kV PD（外観点検）


